
別紙
Ⅰ．事業評価総括表 

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

3
公共用施設に係る
整備、維持補修又
は維持運営等措置

若山牧水記念文学館改修事
業

日向市 1,179,040 1,179,040

日向市 1,757,160

2
公共用施設に係る
整備、維持補修又
は維持運営等措置

牧水公園施設整備事業 日向市 1,576,800 1,576,800

（単位：円）

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は間接交

付金事業者名
交付金事業に要し

た経費
交付金充当額 備 考

1,757,1601
公共用施設に係る
整備、維持補修又
は維持運営等措置

田口八ツ山集会所駐車場整
備事業



Ⅱ．事業評価個表

無
1,757,160計

成果及び評価に係る第三者機関等の活用の有無 交付金事業の成果の再評価を行う場合の予定年度 無

交付金事業の契約の概要
契約の目的 契約の方法等 契約の相手方 契約金額

駐車場整備工事 指名競争入札 ㈱寺原建設 1,757,160

交付金事業の成果目標
日向市では平成19年度に策定された日向市総合計画(24～28年度後期基本計画)に基づき、生涯学習の拠
点である公民館の利用促進に取り組んでいる。本事業では、集会所の駐車場整備を行い、利便性の改善
を図ることで地域住民の福祉の向上を目的とする。

交付金事業の成果指標
日向市総合計画中に示されている目標値に基づき、日向市における平成28年度公民館利用者数140,000人
を成果指標とする。

交付金事業の成果及び評価

平成28年度の日向市公民館利用者数は125,114人であった。利用者数が伸び悩んだ原因としては、９月の
台風16号の被害により、地域活動の自粛の動きや実施自体が困難であったためと考えられる。しかし、
高齢者や身体障がい者にとって利用しやすい施設整備を行ったことで、今後は、継続的な文化・学習活
動の拠点としてさらなる利活用が見込まれ、活用促進のための積極的な広報にも努めていく。

交付金事業の概要

東郷町越表地区の基幹集落である田口八ツ山集落の集会所と周辺広場は、地区の夏祭り等の重要行事な
どに使用されているが、駐車場未舗装のため雨天時は泥濘が生じ、足場が大変悪化する状況にある。現
状では高齢者や身体障がい者の来所に支障があることから、駐車場舗装整備に交付金を充当する。

駐車場舗装整備　　コンクリート舗装307.0㎡

総事業費 1,757,160
交付金充当額 1,757,160
うち文部科学省分
うち経済産業省分 1,757,160

番号 措置名 交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備、維持補
修又は維持運営等措置

田口八ツ山集会所駐車場整備事業

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 日向市
交付金事業実施場所 日向市東郷町下三ヶ1604番地



無
計 1,576,800

交付金事業の契約の概要
契約の目的 契約の方法等 契約の相手方 契約金額
改修工事

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 日向市
交付金事業実施場所 日向市東郷町坪谷1267番地

総事業費 1,567,800
交付金充当額 1,576,800
うち文部科学省分
うち経済産業省分 1,576,800

平成２８年度の施設利用者数は16,910人であり、前年比19％増の成果を得られた。当該施設には引き続
き、積極的なＰＲを行うなどして施設利用促進に努める。

成果及び評価に係る第三者機関等の活用の有無 交付金事業の成果の再評価を行う場合の予定年度

交付金事業の概要

日向市東郷町の牧水公園は、コテージやキャンプ場などの宿泊施設をはじめ、テニスコートや多目的グ
ラウンド、研修施設、レストランなどを備えた総合レクリエーション施設として、東郷町地域における
観光やレジャーの拠点の役割を担っている。しかしながら、牧水公園内のトイレは老朽化が進んでお
り、ほとんどのトイレが和式である。施設利用者には和式トイレの利用が困難な高齢者や身体障がい者
も多いことから、洋式トイレへの更新整備を行う。また、テニスコートについては、周辺に給水設備が
無く利便性に欠けるため、給水設備を設置する。これらの施設整備に交付金を充当する。

トイレ改修８箇所、テニスコート水栓柱１基設置

指名競争入札

無

番号 措置名 交付金事業の名称

2
公共用施設に係る整備、維持補
修又は維持運営等措置

牧水公園施設整備事業

㈲菊池建設 1,576,800

交付金事業の成果目標

日向市では平成27年10月に策定された日向市総合戦略に基づき、観光入込客数の増加に取り組んでい
る。本事業で同施設の整備を行い、施設利用者の利便性の改善を図ることで、日向市の観光拠点のひと
つである牧水公園の利用者数の増加が期待され、地域住民の福祉の向上につながる。

交付金事業の成果指標 牧水公園利用者数　平成27年度：14,166人　→　平成28年度：14,732人　(４％増)

交付金事業の成果及び評価



無

　  　      
　　　　　
　　　　　
　　　　　
　　　　　

計 1,188,000
成果及び評価に係る第三者機関等の活用の有無 交付金事業の成果の再評価を行う場合の予定年度 無

交付金事業の成果指標
野点やお茶会、短歌の創作活動などのイベント開催の増加にも努め、来館者数(平成27年度利用者数：
2,858人)の対前年比３％増加、2,943人を目指す。

交付金事業の成果及び評価
平成28年度の施設利用者数は2,874人であった。伸び悩みの原因としては、熊本地震および台風16号の影
響による九州管内への観光客数の減少が考えられる。今後は、全国の高校生を集めた「牧水・短歌甲子
園」の開催など、積極的なＰＲに努め、施設の利用促進を図っていく。

交付金事業の契約の概要
契約の目的 契約の方法等 契約の相手方 契約金額

改修工事 随意契約 ㈱三郎建設 1,188,000

総事業費 1,188,000
交付金充当額 1,179,040
うち文部科学省分
うち経済産業省分 1,179,040

交付金事業の成果目標

日向市では平成27年10月に策定した日向市総合戦略中に「牧水の生誕地”日向市”の全国発信事業」を
位置づけており、若山牧水記念文学館を拠点とした情報発信および施設の利用促進に取り組んでいる。
本事業で同施設の修繕を行うことで、施設利用者数の増加を促進し地域住民の福祉の向上を図ることを
目的とする。

番号 措置名 交付金事業の名称

（３）交付金事業の成果目標の欄は、発電用施設周辺地域整備法第1条（目的）を踏まえて具体的に記載すること。
（４）交付金事業の成果指標の欄は、成果目標を踏まえて定量的な指標を記載すること。
（５）交付金事業の成果及び評価の欄は、進捗度、利用量並びに効果等を出来る限り数値を用いて記載すること。

3
公共用施設に係る整備、維持補
修又は維持運営等措置

若山牧水記念文学館改修事業

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 日向市
交付金事業実施場所 日向市東郷町坪谷1271番地

交付金事業の概要

平成17年４月に開館した若山牧水記念文学館は、日向市東郷町坪谷地区に設置されており、同地区出身
の国民的歌人「若山牧水」と、同じく日向市東郷町出身の詩人「高森文夫」にまつわる原稿や書簡、資
料等を展示しており、２人に関する情報発信の拠点としての役割を担っている。
若山牧水記念文学館には屋内フロアの大窓から屋外に出ることができるデッキスペースが設けられてお
り、イベント時における野点の開催や、来館者による詩や短歌等の創作活動を行う場としての役割を果
たしているが、デッキ板のヒビ割れや歪みなどの老朽化が進んでおり、使用に支障を来しているため、
改修工事を行う。また、通行者から目立つ場所に解り易い看板改修等整備を実施することで、より多く
の利用者が快適に若山牧水記念文学館を訪問できる文化拠点としての機能強化を図るため、交付金を充
当する。

デッキ改修工事（A=27.6㎡）、看板設置（1箇所）

（６）交付金事業の契約の概要の欄は、契約件数が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

　（備考）（１）事業ごとに作成すること。 
（２）番号の欄は、事業評価総括表における番号欄に対応した数を記入すること。

（７）成果及び評価に係る第三者機関等を活用の有無の欄については、第三者機関等を活用した場合にあっては、その名称及び
構成員等を記載


